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●
民
間
企
業
と
の
連
携

　
宮
川
議
員
　
フェー
ズ
フ
リ
ー

は
着
実
に
浸
透
し
て
き
た
が
、

更
に
定
着
さ
せ
る
た
め
、
民
間
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●
民
間
企
業
と
の
連
携

　
宮
川
議
員
　

は
着
実
に
浸
透
し
て
き
た
が
、

更
に
定
着
さ
せ
る
た
め
、

幹
線
道
の
整
備
急
げ

　
銚
子
市
及
び
香
取
郡
東
庄
町
選
出
で
、
故
郷
の
活
性

化
と
発
展
に
情
熱
を
注
ぐ
宮
川
太
議
員
は
、
9
月
議
会

一般
質
問
に
登
壇
。
継
続
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
道
路
問

題
、名
洗
港
、フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
、農
林
水
産
業
を
始
め
、

観
光
振
興
、
県
立
高
校
な
ど
を
と
り
上
げ
て
当
局
の
考

え
を
質
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

９月県議会・一般質問９月県議会・一般質問
●
国
道
1
2
6
号
八
木
拡
幅

宮
川
議
員　
銚
子
市
の
幹
線

道
路
と
し
て
、
市
の
南
側
を
東

西
に
連
絡
す
る
国
道
1
2
6
号

が
あ
る
。
市
内
で
は
そ
の
バ
イ
パ

ス
整
備
と
し
て
八
木
拡
幅
工
事

●
銚
子
マ
リ
ー
ナ
の
施
設
改
修

宮
川
議
員　
名
洗
港
の
前
面

の
海
域
は
、
令
和
2
年
、
再
エ

ネ
海
域
利
用
法
に
よ
る
洋
上
風

力
発
電
促
進
区
域
に
指
定
さ

れ
、
31
基
の
巨
大
風
車
が
同
10

年
の
運
転
開
始
に
向
け
建
設
さ

れ
る
。
同
港
は一方
で
、
海
洋
レ

が
今
年
度
開
通
に
向
け
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。

県
土
整
備
部
長　
八
木
拡
幅

は
、
銚
子
連
絡
道
路
の一部
を
な

す
、
銚
子
市
か
ら
旭
市
ま
で
の

5
・
7
㎞
の
道
路
事
業
で
す
。

　
こ
の
う
ち
、
旭
市
側
の
3
㎞
の

区
間
は
、
用
地
取
得
率
が
約
9

割
と
な
って
お
り
、
ま
と
ま
っ
た

用
地
が
確
保
で
き
た
箇
所
か
ら
、

道
路
改
良
工
事
等
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
大
型
函
渠
工
事
の

発
注
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
一方
で
、
残
る
用
地
の
取
得
が

難
航
し
て
今
年
度
供
用
見
込
み

に
遅
れ
が
生
じ
て
お
り
、一日
も

早
く
供
用
で
き
る
よ
う
用
地
取

得
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
国
道
3
5
6
号
の
バ
イ
パ
ス

宮
川
議
員　
銚
子
市
内
の
も

う
一
つの
幹
線
道
路
と
し
て
、
市

の
北
側
を
東
西
に
連
絡
す
る
国

道
3
5
6
号
が
あ
り
、
銚
子
市

の
経
済
活
性
化
や
防
災
力
強
化

を
図
る
上
で
、
非
常
に
重
要
な

ル
ー
ト
で
あ
る
。

　
県
で
は
、
3
5
6
号
の
バ
イ
パ

ス
と
し
て
、
市
内
区
間
で
銚
子
バ

イ
パ
ス
、
東
庄
町
〜
香
取
市
で

小
見
川
東
庄
バ
イ
パス
を
、
本
年

度
開
通
に
向
け
進
め
て
い
る
が
、

両
バ
イ
パス
工
事
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

県
土
整
備
部
長　
銚
子
バ
イ

パ
ス
は
、
現
在
、
銚
子
市
長
塚

町
〜
芦
崎
町
の
3
㎞
に
つい
て
全

線
に
わ
た
り
道
路
改
良
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
用
地
取
得
が
困
難

な
箇
所
に
お
け
る
道
路
構
造
物

の
検
討
に
時
間
を
要
し
、
今
年

度
中
の
供
用
が
困
難
と
なった
こ

と
か
ら
、
令
和
6
年
度
秋
ご
ろ

の
供
用
を
目
指
し
て
、
速
や
か

に
残
る
工
事
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
見
川
東
庄
バ
イ
パス

の
東
庄
町
側
4
㎞
は
現
在
、
橋

梁
や
道
路
改
良
工
事
を
進
め
て

お
り
、
今
年
度
中
の
供
用
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
県
道
下
総
橘
停
車
場
線
　

宮
川
議
員　
県
道
下
総
橘
停

車
場
東
城
線
バ
イ
パス
は
、
東
庄

町
中
央
部
か
ら
北
に
向
か
い
、

国
道
3
5
6
号
や
利
根
川
大
橋

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
、
茨
城

県
と
も
交
流
が
促
進
さ
れ
、
地

域
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

本
年
度
開
通
目
標
で
同
バ
イ

パ
ス
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

県
土
整
備
部
長　
現
道
は
、

狭
隘
で
屈
曲
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
安
全
で
円
滑
な
交
通
を
確

保
す
る
た
め
、
東
庄
町
新
宿
〜

宮
本
の
2
・
6
㎞
で
バ
イ
パ
ス
を

整
備
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
、

谷
津
〜
宮
本
の
1
・
6
㎞
を
供

用
し
て
い
ま
す
。

　
残
る
1
㎞
の一部
区
間
で
は
地

盤
が
想
定
よ
り
も
弱
く
、
軟
弱

地
盤
対
策
を
行
う
必
要
が
生
じ

た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
供
用

は
困
難
な
状
況
で
す
。

　
現
在
、
対
策
工
法
の
検
討
を

進
め
て
お
り
、一日
も
早
く
供
用

で
き
る
よ
う
工
程
を
精
査
し
、

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
道
1
2
6
号
拡

幅
、
国
道
3
5
6
号
銚

子
バ
イ
パ
ス
、
小
見
川
東
庄
バ

イ
パ
ス
及
び
県
道
下
総
橘
停
車

場
東
城
線
バ
イ
パ
ス
は
、
代
替

性
を
確
保
す
る
と
い
う
防
災
の

観
点
か
ら
も
、
非
常
に
重
要
な

道
路
で
あ
る
の
で
、一日
も
早
い

開
通
を
要
望
す
る
。

　
ま
た
、
国
道
3
5
6
号
の
銚

子
市
〜
東
庄
町
の
区
間
は
、
道

路
幅
員
や
歩
道
が
狭
い
区
間
が

続
い
て
い
る
。
切
れ
目
な
く
道

路
整
備
を
進
め
て
い
く
た
め
、

銚
子
市
〜
東
庄
町
間
の
未
事
業

化
区
間
に
つ
い
て
、
早
期
に
事

業
化
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

9月県議会一般質問に登壇した宮川太議員

銚

子

マ
リ
ー
ナ
的
確
な
改
修
望
む

ク
リ
エ
ー
シ
ョン
の
拠
点
で
あ
り
、

そ
の
中
心
が
銚
子
マ
リ
ー
ナ
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
平
成
11
年
の
開
設

か
ら
約
25
年
が
経
過
し
、
利
用

者
か
ら
係
留
施
設
等
の
改
修
を

求
め
る
声
を
聞
く
。

　
そ
こ
で
伺
う
が
、銚
子
マ
リ
ー

ナ
の
施
設
改
修
は
、
ど
の
よ
う

に
行って
い
く
の
か
。

県
土
整
備
部
長　
マ
リ
ー
ナ

の
係
留
施
設
の
維
持
修
繕
に
つい

て
は
、
固
定
桟
橋
を
県
が
、
浮

桟
橋
を
市
が
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て

お
り
、
浮
桟
橋
は
、
定
期
点
検

の
結
果
等
に
よ
り
大
規
模
改
修

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
県
と

市
で
対
応
方
法
を
協
議
す
る
こ

と
と
なって
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
マ
リ
ー
ナ
を
安

全
に
利
用
で
き
る
よ
う
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

県
と
市
で
係
留
施
設

等
を
よ
く
確
認
し
て
、

大
規
模
な
修
繕
が
必
要
な
場
合

は
し
っ
か
り
対
応
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

フェーズフリー

企
業
と
の
連
携
を
積
極
的
に
進

め
る
べ
き
と
思
う
が
連
携
状
況

は
ど
う
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
県
で

は
、
災
害
時
に
、
大
規
模
商
業

施
設
な
ど
の
店
舗
や
駐
車
場
のス

ペー
ス
を
警
察
や
消
防
な
ど
の
活

動
拠
点
と
す
る
こ
と
や
、
宿
泊

施
設
の
客
室
や
入
浴
施
設
を
避

難
者
向
け
に
活
用
す
る
な
ど
、

フェー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
に
か

なっ
た
協
定
を
民
間
事
業
者
等

と
締
結
し
てい
ま
す
。

　
引
き
続
き
、フェー
ズフ
リ
ー
の

考
え
方
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
迅

速
な
災
害
対
応
に
資
す
る
よ
う
、

民
間
事
業
者
等
と
の
協
定
締
結

を
進
め
、
連
携
を
図って
ま
い
り

ま
す
。

災
害
発
生
時
に
迅
速

か
つ
的
確
に
対
応
で
き

る
よ
う
備
え
る
に
あ
た
っ
て
、

フェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
視
点
は
大
事

で
あ
る
。防
災
の
基
本
で
あ
る
自

助
に
も
沿
っ
た
考
え
方
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
周
知
に
努
め
、県

民
に
浸
透
す
る
よ
う
、粘
り
強

く
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

要望

要望

要望

民間と連携し



ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
直
接
航
空
券
や

宿
泊
施
設
を
手
配
す
る
ケ
ー
ス

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
傾
向
に
対
応
す
る
た
め
、

旅
先
を
検
討
す
る
情
報
手
段
と

し
て
急
速
に
利
用
者
が
増
え
て

い
る
旅
行
系
の
ク
チ
コ
ミ
サ
イ
ト

を
活
用
し
た
誘
客
促
進
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　
今
後
、
観
光
事
業
者
向
け
に

セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
て
、
ク
チ

コ
ミ
サ
イ
ト
の
理
解
を
深
め
、
活

用
を
促
す
と
と
も
に
、
主
要
サ

イ
ト
で
集
中
的
P
R
を
行って
県

内
観
光
地
の
認
知
度
を
高
め
、

増
加
す
る
個
人
旅
行
客
の
取
り

込
み
拡
大
を
図
って
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
外
国
の
方
々
が
日
本

へ
の
旅
行
を
検
討
す
る

際
、
千
葉
県
の
情
報
が
目
に
留

ま
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。

　
私
の
地
元
の
銚
子
・
東
庄
方

面
に
は
観
光
資
源
が
多
く
、
日

本
は
も
ち
ろ
ん
世
界
か
ら
観
光

客
を
迎
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
県
に
は
、
こ
う
し
た
各
地
域

の
魅
力
を
、
様
々
な
手
法
で
広

く
情
報
発
信
し
て
い
た
だ
き
、

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

●
宿
泊
業
の
人
材
確
保

　
宮
川
議
員　
外
国
人
と
共
に

日
本
人
観
光
客
の
増
加
も
期
待

し
た
い
が
、
コロ
ナ
で
他
業
種
に

流
出
し
た
宿
泊
施
設
の
人
材
確

保
が
大
き
な
課
題
だ
。

県
は
、
宿
泊
業
の
人
材
確
保

に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

●
他
業
種
と
の
連
携

　
宮
川
議
員　
県
内
農
林
水
産

業
は
、
長
引
く
物
価
高
騰
が
経

営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
てい

る
。こ
う
し
た
中
、視
点
を
変
え
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
容
器
に
食
品
メ
ー

カ
ー
の
広
告
を
入
れ
る
な
ど
、
他

業
種
と
連
携
を
図って
コス
ト
削

減
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
だ
。

そ
こで
伺
う
。

生
産
資
材
費
の
負
担
軽
減
に

向
け
、
生
産
者
と
民
間
企
業
等

が
新
た
な
広
告
手
段
について
意

見
交
換
で
き
る
機
会
を
設
け
るべ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
農
産
物
関

係
で
容
器
への
広
告
につい
て
は
、

牛
乳
パックへのレシ
ピ
広
告
や
、
地

元
事
業
者
が
地
域
産
品
を
応
援

す
る
目
的
で
段
ボ
ー
ル
に
企
業
名

を
付
し
た
例
な
ど
が
国
内
で
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
事
例
について
、

生
産
者
と
民
間
企
業
な
ど
が
意

見
交
換
で
き
る
よ
う
、
幅
広
く

情
報
を
収
集
・
整
理
し
た
上
で
、

関
係
者
が
集
ま
る
会
議
の
場
で
紹

介
し
て
まい
り
ま
す
。

　
生
産
者
は
コ
ス
ト
アッ

プ
を
販
売
価
格
へ
転
嫁

す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、大
変

苦
し
ん
で
い
る
。生
産
者
が
今

後
も
、意
欲
を
持って
農
業
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
、柔
軟
な
発
想

で
所
得
安
定
に
資
す
る
施
策
を

展
開
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

●
ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
影
響

宮
川
議
員
　
ア
ル
プス
処
理
水

の
海
洋
放
出
に
伴
い
本
県
水
産

業
に
影
響
は
出
ている
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
ア
ルプス
処

理
水
の
海
洋
放
出
後
、
国
で
は
、

水
産
物
の
ト
リ
チ
ウ
ム
検
査
を
連

日
実
施
し
てい
ま
す
。
結
果
は
全

て「
不
検
出
」と
なってい
ま
す
が
、

中
国
で
は
日
本
産
水
産
物
の
輸

度
か
ら
地
域
振
興
事
務
所
に
防

災
用
ド
ロ
ー
ン
を
配
備
し
、
先

の
台
風
13
号
で
も
ド
ロ
ー
ン
で

情
報
を
収
集
し
た
と
い
う
。
そ

こ
で
伺
う
。

防
災
用
ド
ロ
ー
ン
の
配
備
状

況
と
運
用
実
績
は
ど
う
か
。

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
銚
子
地
区
の
地
域
協

議
会
に
お
い
て
も
、しっ

か
り
と
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
地
域
の
声

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
県

で
は
、
今
年
度
、
本
庁
及
び
各

地
域
振
興
事
務
所
に
1
機
ず
つ

合
計
11
機
の
防
災
用
ド
ロ
ー
ン

を
配
備
し
、
職
員
を
対
象
に
操

縦
技
術
の
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
　
運
用
実
績
と
し
て
は
、
木
更

津
市
で
震
度
5
強
を
観
測
し
た

地
震
や
野
田
市
で
発
生
し
た
突

風
に
よ
る
家
屋
の
被
害
状
況
、

台
風
第
13
号
接
近
に
伴
う
大

雨
に
よ
る
浸
水
や
が
け
崩
れ
状

況
等
の
情
報
収
集
に
活
用
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
防
災
用
ド
ロ
ー
ン

を
積
極
的
に
活
用
し
、
迅
速
な

情
報
収
集
と
的
確
な
災
害
対

応
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。

全
て
の
自
転
車
利
用
者
のヘルメッ

ト
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た

が
、
全
国
的
に
着
用
率
は
13
％
と

低
く
、
本
県
は
6
・
4
％
と
平
均

よ
り
低
い
状
況
で
あ
る
。

県
警
は
、
着
用
率
向
上
に
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
警
察
本
部
長　
県
警
で
は
、

自
転
車
指
導
啓
発
重
点
地
区
・

路
線
等
に
お
け
る
指
導
取
締
り

でヘル
メッ
ト
着
用
を
促
す
ほ
か
、

各
種
の
キ
ャンペー
ン
、
交
通
安
全

教
育
、S
N
S
等
の
活
用
に
よ
る

広
報
啓
発
活
動
も
併
せ
て
推
進

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
体
に
お
け
るヘル

メッ
ト
購
入
費
の
一
部
助
成
等
の

検
討
や
、
通
学
時
のヘルメッ
ト
着

要望要望

県
立
高
校

改
革
プ
ラ
ン

宮川ふとし県議会リポート

観光

用
を
校
則
等
に
盛
り
込
む
こ
と

等
につ
き
、
関
係
機
関
に
働
き
掛

け
てい
ま
す
。

　
更
に
、
県
内
の
高
校
でヘルメッ

ト
着
用
促
進
モデ
ル
校
指
定
を
検

討
し
てい
る
教
育
庁
と
連
携
し
て

取
り
組
な
ど
、
今
後
も
、
関
係

機
関
等
と
連
携
し
、
実
効
性
の

あ
る
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
周
知
は
、ま
だ
ま
だ

十
分
で
は
な
い
と
感
じ
る
。ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
で
助
か
る
命
も
あ

る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、引
き
続

き
着
用
を
促
す
た
め
の
取
組
を

積
み
重
ね
て
いって
い
た
だ
く
よ

う
要
望
す
る
。

他業種との連携も他業種との連携も
●
ク
チ
コ
ミ
サ
イ
ト
の
活
用

　
宮
川
議
員　
コ
ロ
ナ
の
水
際

対
策
撤
廃
な
ど
で
外
国
人
観
光

客
も
増
え
て
い
る
が
、
県
が
今

議
会
に
提
案
し
た
外
国
人
観
光

客
向
け
事
業
と
し
て
、
ク
チ
コ
ミ

サ
イ
ト
の
活
用
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
ク
チ
コ
ミ
サ
イ
ト
活
用
の
狙

い
と
効
果
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

　
知
事　
外
国
人
観
光
客
は
近

年
、
旅
行
会
社
を
介
さ
ず
、
イ

入
が
暫
定
的
に
停
止
さ
れ
、
香

港
で
は
本
県
な
ど
10
都
県
の
水

産
物
輸
入
禁
止
措
置
が
と
ら
れ

てい
ま
す
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
、
県
内
の
漁

業
関
係
者
か
ら
、
輸
出
規
制
や
風

評
の
影
響
について
聞
き
取
り
調
査

を
行って
お
り
、一
部
の
関
係
者
か

ら
、「
価
格
下
落
な
ど
の
影
響
が
出

ている
」との
話
を
伺ってい
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
千
葉
県
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
を
は
じ
め
、
漁

業
関
係
者
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

漁
業
、
加
工
業
、
輸
出
業
な
ど

県
内
水
産
業への
影
響
について
丁

寧
に
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も

に
、
県
産
水
産
物
の
安
全
性
を

発
信
し
て
まい
り
ま
す
。

　
県
は
、漁
業
関
係
者

等
に
寄
り
添
い
、影
響

を
受
け
た
全
て
の
方
々
が
国
か

ら
支
援
を
確
実
に
受
け
ら
れ
る

よ
う
、積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

を
要
望
す
る
。

く
の
か
。

　
知
事　
県
で
は
、
新
た
に
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
、
求
職
者

に
宿
泊
業
務
の「
や
り
が
い
」な

ど
を
紹
介
を
し
、
事
業
者
に
は

従
業
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
の
整
備
を
促
す
と
と
も
に
、

人
手
不
足
が
よ
り
深
刻
な「
フ
ロ

ン
ト
」や「
調
理
」部
門
な
ど
に

お
け
るマッチ
ン
グ
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
を
通
し
、
県

内
観
光
業
の
中
核
を
担
う
宿
泊

業
界
の
人
材
不
足
が一刻
も
早
く

解
消
さ
れ
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

外
国
人
向
け
サ
イ
ト
活
用

宿
泊
業
の
人
材
確
保
を

銚
子
商
業
も
対
象

●
自
転
車
用
ヘ
ル
メッ
ト
着
用

　
宮
川
議
員　
本
年
4
月
か
ら

改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
、

を
丁
寧
に
聴
く
と
い
う
こ
と
は
、

時
間
が
か
か
る
と
思
う
が
、
可

能
な
限
り
迅
速
に
、
魅
力
と
活

力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
進

め
て
も
ら
え
る
よ
う
要
望
す
る
。

し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
後
の
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
策
定
に
向
け
、
地
域
関
係

者
等
の
意
見
を
聴
く
地
域
協
議

会
を
順
次
開
催
し
て
お
り
、
地

域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
人
口
減

少
な
ど
の
社
会
変
化
に
対
応
し

た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
への
検

え
て
い
る
の
か
。

　
教
育
長　
「
推
進
プ
ラ
ン
」に

基
づ
く「
第
1
次
実
施
プ
ロ
グ
ラ

ム
」に
お
い
て
、
銚
子
商
業
高

校
を
通
信
制
協
力
校
に
指
定
す

る
な
ど
、
12
項
目
18
校
の
再
編

に
係
る
内
容
を
示
す
と
と
も

に
、
都
市
部
と
郡
部
に
お
け
る

適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
ま

●
県
立
高
校
の
在
り
方

　
宮
川
議
員　
令
和
4
年
に
策

定
さ
れ
た「
県
立
高
校
改
革
推

進
プ
ラ
ン
」（
以
下「
推
進
プ
ラ

ン
」）に
よ
る
と
、
10
年
後
の
令

和
14
年
に
は
、
本
県
の
中
学
校

卒
業
者
数
が
約
6
千
2
百
人
減

少
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

今
後
の
県
立
高
校
の
在
り
方

に
つい
て
、
県
は
ど
の
よ
う
に
考

●
ド
ロ
ー
ン
の

配
備
と
運
用

　
宮
川
議
員
　

ド
ロ
ー
ン
の
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
は
、

立
入
困
難
な
場

所
、
危
険
な
場

所
の
状
況
を
安

全
な
場
所
か
ら

確
認
で
き
る
点

に
あ
る
。

県
で
は
、
今
年

要望

要望

要望

〈2〉令和5年11月23日（木）

自席から質問する宮川議員

自転車用ヘルメット
着用推進望む

防災用ドローンに期待

厳しい県内の農林水産業


